






















2018年（平成30年）6月 病院長会議にて、臨床教育調査で実施していた、2調査項目を病院機能指標調査の新項
目として追加することを決定
平成29年度不実施となった新指標1項目は削除することを承認（全83項目を設定）

2020年（令和2年）5月 診療組織調査の見直しを受け、研究に係る項目の7調査項目を追加・修正することを決
定（全86項目を設定）

2）調査方法

調査対象病院は42国立大学病院（附属病院本院）及び2歯学部附属病院（東京医科歯科大学歯学部附属

病院、大阪大学歯学部附属病院）の計44施設です。

調査項目及び項目定義などを病院評価指標検討WGが検討し、病院長会議の承認を経て調査項目及び

項目定義などが確定します。DBCでは確定した調査項目及び定義を基に調査票を作成し、調査を実施し

ます。

各国立大学病院から受領した調査票の値については、データベース管理委員会が委嘱した病院機能指

標PT委員が全調査項目の値を以下の３点の観点で確認しています。また、病院機能指標PT委員は、必

要に応じて各国立大学病院に調査項目の値についてDBCを通して疑義照会を行っています。

①過去２年間の自大学の回答値と比較して大きく値が外れていないか。（判断基準は標準偏差の２倍）

②他大学と比較して大きく値が外れていないか。（判断基準は標準偏差の２倍）

③各調査項目の定義に対して回答の値が妥当であるか。

なお、一部データについてはDBCが実施している診療組織調査、財務調査及びDPCデータから転用

しています。DPCデータから算出した項目に関しては、算出時の詳細な条件と算出時に用いたマスタを

報告書巻末の付録として掲載しています。

また、一部調査項目では、一部の病院が回答不能もしくは集計困難となる場合があります。その場合、

集計値欄の下に病院数と理由を記載し、集計から除外しています。

病院機能指標PT 構成メンバー

（座長） 伏見 清秀（東京医科歯科大学大学院 医歯学総合研究科 医療政策情報学分野 教授）

（委員） 藤森 研司（東北大学大学院 医学系研究科 公衆衛生学専攻 公共健康医学講座 医療管理学分野 教授）

小林 美亜（静岡大学創造科学技術大学院 特任教授）

新田 浩 （東京医科歯科大学大学院 医歯学総合研究科 総合診療歯科学分野 教授）

笠井 宏委（京都大学大学院 医学研究科 先端医療研究開発機構 特定准教授）

大坪 徹也（国立大学病院データベースセンター 副センター長）
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5）病院機能指標の公開について

病院機能指標は、2009年4月に常置委員会にて、各国立大学病院が自主的・主体的に①国立大学病院

の機能の質向上を図り、②取り組み状況や成果を社会にアピールすることを目的にとりまとめられまし

た。その際、常置委員会では病院機能指標の公開方法として、『ホームページに掲載するなどして、積

極的にアピールしていくことが望まれる』とされています。現在、各国立大学病院の病院機能指標公開

Webページ支援サービスの提供に取り組んでおり、詳細については、「5.3 病院機能指標公表Webペ

ージ作成支援サービス」をご確認ください。

病院機能指標は、自院の取り組み状況や成果を社会にアピールできます。各国立大学病院は、自院の

ホームページの病院機能指標を最新値に更新していただくようお願いします。

6）取り組みと課題

常置委員会は、各国立大学病院において本調査結果を今後も活用し、より質の高い病院の実現にとり

組むと同時に、社会に対し客観的な成果の発信を行い各国立大学病院への理解とゆるぎない信頼を得る

ための積極的な姿勢と努力を積み重ねられることを期待しています。しかし、現状ではホームページへ

の病院機能指標公開の更新が滞っている病院が複数ありました。今後は各国立大学病院での公開の支援

を行うとともに、国立大学病院全体の病院機能指標の一般公開を継続的に行い、国立大学病院全体の取

り組み状況や客観的な成果を社会に対してアピールしていきたいと考えています。

病院機能指標が各国立大学病院のアピールに活用できるように、継続的に現行の調査項目について見

直しを行っていきたいと考えています。







機能 項目番号 指標名

診療に係る項目 24 多剤耐性緑膿菌（MDRP）による院内感染症発生患者数

25 CPC（臨床病理検討会）の検討症例率

26 新規外来患者数

27 初回入院患者数

28 10例以上適用したクリニカルパス（クリティカルパス）の数

29 在院日数の指標

30 患者構成の指標

31 指定難病患者数

32 超重症児の手術件数

教育に係る項目 33 初期研修医採用人数（医科）

34 他大学卒業の初期研修医の採用割合（医科）

35 専門医、認定医の新規資格取得者数

36 指導医数

37 専門研修コース（後期研修コース）の新規採用人数（医科）

38 看護職員（保健師・助産師・看護師、准看護師の有資格者）の研修受入数（外部
の医療機関などから）

39 看護学生の受入実習学生数（自大学から）

40 看護学生の受入実習学生数（自大学以外の養成教育機関から）

41 薬剤師の研修受入数（外部の医療機関などから）

42 薬学生の受入実習学生数（自大学から）

43 薬学生の受入実習学生数（自大学以外の養成教育機関から）

44 その他医療専門職の研修受入数（外部の医療機関などから）

45 その他医療専門職学生の受入実習学生数（自大学から）

46 その他医療専門職学生の受入実習学生数（自大学以外の養成教育機関から）

47 全医療従事者向け研修・講習会開催数

48 初期臨床研修指導医講習会の新規修了者数

49 専門研修（基本領域）新規登録者数

研究に係る項目 50 企業主導治験の件数

51 医師主導治験の件数

52 臨床研究法を順守して行う臨床研究数

53 認定臨床研究審査委員会の新規審査研究数

54 臨床研究専門職の合計FTE



機能 項目番号 指標名

研究に係る項目 55 研究推進を担当する専任教員数

56 医師主導治験から薬事承認に至った製品数

57 研究論文のインパクトファクター合計点数

地域医療に係る項目 58 救命救急患者数

59 二次医療圏外からの外来患者の割合

60 公開講座等（セミナー）の主催数

61 地域への医師派遣数

62 地域医療行政への関与件数

国際化に係る項目 63 自病院で総合窓口での患者対応が可能な言語数（日本語を除く）

64 院内案内の表示言語数（日本語を除く）

65 病院ホームページの対応言語数（日本語を除く）

66 海外大学病院及び医学部との交流協定締結数

運営に係る項目 67 病床稼働率

68 平均在院日数

69 病床回転数

70 紹介率（医科）

71 逆紹介率（医科）

72 一般病棟の重症度、医療・看護必要度

73 後発医薬品使用率（数量ベース）

74 現金収支率（病院セグメント）

75 業務損益収支率（病院セグメント）

76 債務償還経費占有率

77 院外処方せん発行率

歯科に係る項目 78 研修指導歯科医数

79 専門医、認定医の新規資格取得者数（歯科）

80 初期研修歯科医採用人数

81 歯科衛生士の受入実習学生数

82 年間延べ外来患者数（歯科）

83 周術期口腔機能管理料算定数

84 歯科領域の特定疾患患者数

85 紹介率（歯科）

86 逆紹介率（歯科）

巻
末
資
料



国立大学病院データベースセンター在籍教職員
（2021年３月31日現在）

職名 氏名

センター長

副センター長

事務長

分析部門 特任助教

調査業務部門

事務補佐員

特任専門職員
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岩瀬 鎮男
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中部 貴央
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奥村 純一
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